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                                     令和２年３月９日 

 
 

 

 

 

 

 

今年度も皆様方のご理解とご協力のもと、教育総合センター事業を実施 

してまいりました。ご支援を賜りありがとうございました。第２回運営委 

員会でいただきました貴重なご意見の一部を紹介します。 

 

 

○確かな学力の育成に向けて 

 ・学力が低い原因は何かを分析しなければならない。また、調査結果を分析するだけでなく、そこか 

らどのように授業改善を行っていくかが大切である。 

 ・うまい授業よりも、すべての子供が頭をフル回転させて関わり合う授業を目指していく必要がある。 
 
○研修について 

 ・教育セミナーが２回から１回になったが、菊池省三先生が来られるのは楽しみである。来て良かっ 

たと思えば負担にならないだろう。 

・来年度生徒指導研修会が行われるが、氷見市小・中・高校児童生徒指導連絡協議会で行っている申 

し送り事項（ネットルール等）の共通理解や見直しに期待している。 

・働き方改革が叫ばれているが、研修を減らす必要はないと思う。研修を行わないと教員は育たない 

ので、他校の学校訪問研修会の授業を見に行くことを推奨していきたい。 

・変形労働時間制度に向けて、研修会を夏休み以外の平日に行うことも考えてはどうか。 
 

○特別支援教育について 

 ・特別な支援が必要な子供が各学校にいる。若手教員研修会に特別支援の研修を入れることで学力ア 

ップにつながるだろう。 

・低学年でつまずいている子供に早めの支援をすることが大切である。高学年になってからでは遅い 

ので、様々な支援の方法を、担任がしっかりと知っておくことが大切だと思う。 
 

○その他 

・来年度開催予定の「イングリッシュセミナー（児童生徒による英語を楽しむ交流会）」等を通して、 

外国語教育をさらに充実させていきたい。 

・タブレットを使って家庭学習を行っている子供もいるが、実際に書くことも大切である。メディア 

を使うことについて、家庭と連携していく必要がある。 

 

 

 

 

 

会議の初めに、事務局から「平成 30年度問題行動等調査結果」「令和元年度のネットトラブル対策の 

取組」について説明を行いました。 

その後、文部科学省から出された「いじめ対策に係る事例集」を基に、学校や関係機関の方々が３グ 

ループに分かれて、「インターネット上のいじめへの対応」について協議しました。 

各グループからは、「被害者や加害者への心のケア」「家庭との連携」「『侮辱罪』や『名誉毀損罪』な 

どとの関連」「ネットルールの大切さ」等について意見を聞くことができました。事例には解説が載って 

はいますが、それぞれの立場から意見を述べ合うことは、とてもよい機会だったと思います。 

最後に、西部教育事務所 指導主事 吉尾徹先生の助言より、SNS の対応に遅れないようにするため 

に「動画は回収できないこと」「一生心の傷が残ってしまうこと」をしっかりと伝えていく必要があるこ 

とを確認しました。 

それぞれの小中学校でも、「いじめ対策に係る事例集」を校内研修会等で活用願います。 

※「いじめ対策に係る事例集」は、「小中共通」→「教育総合センター」にデータがあります。 

 

令和元年度 氷見市教育総合センターだより 第６報 

第２回 氷見市いじめ問題対策連絡協議会   ２月６日（木） 

第２回 教育総合センター運営委員会 ２月 13日（木） 
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＜情報活用の実践力＞ 

・ＩＣＴの基本的な操作（文字入力等） 

・情報の収集・整理・発信（インターネ

ットの活用等） 

          

Ａ 基本的な操作スキルの習得 

＜情報社会に参画する態度＞ 

・情報や役割、影響の理解 

・情報モラルの必要性 

・望ましい情報社会の創造への参画 

          
 

Ｂ 情報モラルの指導 

＜情報の科学的な理解＞ 

・プログラミング的思考                  Ｃ プログラミング教育 

・問題解決の手順（順次、分岐、繰り返し等） 

 

 

 

 

 

小学校学習指導要領において、情報活用能力は、「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けられ、「教 

科等横断的な視点から教育課程の編成を図り育成すること」としています。そして、情報活用能力は、 

基本的な操作技能や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ等に関する資質・能力も 

含むものとしています。「2020 年度から小学校でプログラミング教育が必修化」ということばかりが取

りざたされることが多いようですが、実際には、プログラミング的思考を含む情報活用能力を、児童生

徒の発達の段階に応じて育成していくことが必要です。 

そこで、本年度、教育総合センターでは、「プログラミング教育出前研修の開催」「ＩＣＴ活用推進リ 

ーフレット『つながるプログラミング教育～小学校から中学校、そして社会へ～』の発行」等を行って 

きました。 

そしてこの度、来年度からのプログラミング教育必修化に向けて、 

次の２冊のカリキュラム集を作成し、小学校に配布しました。 

◎「令和２年度 情報活用能力（プログラミング教育を含む）の育成 

 に係る基本カリキュラム」 

総合的な学習の時間等を活用したカリキュラムです。低学年は年間 

５時間、中学年は８時間、高学年は 10時間を目安に計画を立ててあり 

ます。各学校で、最低限取り組んでほしい内容となっています。 

◎「令和２年度 氷見市プログラミング教育モデルカリキュラム」 

学校で選択し教科等で行うカリキュラムです。様々なプログラミン 

グ教育が掲載されていますので、各学校や地域、子供たちの実態等を 

考慮してご活用ください。 

本カリキュラムが、情報活用能力の育成のために効果的に活用して 

いただけることを期待しています。 

 

 

＜育成したい情報活用能力のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜情報活用能力（プログラミング教育を含む）の育成に係る基本カリキュラムより（出典：文部科学省）＞ 

 

 

情報活用能力 

プログラミング教育等の推進に係る参考資料の配布 
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市内小中学校では、これまで、学力調査等の活用ワークシートにより具体的実践策を策定・実践され、成果 

と課題を明らかにして学力向上への取組を進めてこられました。自校の実態に応じた様々な手立てを講じる中 

で、程度の差はあれ、手応えを感じていらっしゃることでしょう。 

さて、氷見市では、市内小学校５年生と中学校２年生に標準学力検査ＣＲＴを実施しています。この検査は、 

絶対評価法によるもので、年間の指導目標の実現状況を確認するための客観的な資料を得ることができます。  

様々な学力調査の目的は、結果を指導改善に生かすことにあります。一年間の教育活動を総括する年度末だ 

からこそ、自校の結果を確認され、落ち込んでいる単元や内容を洗い出し、今なすべきことを確実に行って、 

令和２年度に備えていただきたいと考えます。 

では、ＣＲＴ学力検査の結果について見てみましょう。表の空欄には、自校の結果を記入してみてください。 

◆各教科の平均得点率                    ＊（ ）内の数字は全国比（全国＝100） 

小学５年 市全体 自校 全国  中学２年 市全体 自校 全国 

国語 68.8( 98)    (  ) 70.0  国語 66.4(102)     (  ) 65.3 

社会 65.3(101)    (  ) 64.7  数学 61.1(104)     (  ) 58.7 

算数 64.1(100)    (  ) 64.3  理科 62.8( 98)     (  ) 64.4 

理科 76.5(103)    (  ) 74.1  理科＊ 68.1( 95)     (  ) 71.8 

                                                 

 

◆全国平均に比べて落ち込みの大きな小領域の得点率      ＊（ ）内の数字は全国比（全国＝100） 

小学５年 小領域 市全体 自校  中学２年 小領域 市全体 自校 
国語Ⅳ8 古典の文章に 
親しむこと 54.4 (83) (  )  

国語Ⅳ10  単語の活用に 
ついて理解すること 

35.7 (95) (  ) 

国語Ⅳ9 正しい仮名遣 
いを知ること 59.1 (92) (  )  

理科Ⅰ3  動物のなかまと 
その進化 

57.1 (88) (  ) 

算数Ⅱ5 面積 
 50.8 (90) (  )  

理科Ⅲ8  天気の変化 48.1 (89) (  ) 

算数Ⅱ7 単位量あたり、 
平均、速さ 50.2 (86) (  )  

理科＊Ⅰ2 生物と細胞 
 

64.7 (86) (  ) 

理科Ⅲ7 電磁石と電流 
の働き 61.5 (89) (  )  

理科＊Ⅰ3  動物の仲間と 
その進化 

56.4 (83) (  ) 

    
理科＊Ⅲ8  電流のはたら 
き 

44.7 (77) (  ) 

上記は、市全体の結果から挙げたものです。ＣＲＴの集計表には、さらに細分化された「小問分析」もあり 

ます。ピンポイントに手立てを講じる際の参考にしてください。 
 
◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆  取 組 の ヒ ン ト  ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

○児童生徒の現状を知る  ～誤答分析を大切に～ 

 理解の不十分なところは、どの教科の、どの単元ですか？どんなところにつまずいていますか？ 

 データだけでなく、直に問題に当たり、誤答分析を通して把握することが大切です。 

○落ち込みの原因を探る  ～原因から手立てが見える～ 

 指導が十分になされていなかったからかもしれません。習熟のための時間が足りなかったのかもしれません。 

目の前の児童生徒に合った指導がなされていなかったのかもしれません。前学年までの学習の積み上げが十分 

でなかったのかもしれません。 

○ピンポイントに手立てを講じる 

 短時間で効果のあがる手立てを考えましょう。落ち込んでいる内容に絞り、隙間時間にドリルやミニプリン 

トで理解を図るのも一つの方法です。繰り返し学習には、タブレットの活用も有効です。 

○分かった！できた！満足感を  ～責任をもって次の学年に進級させましょう～ 

 テストで高得点をとることは、児童生徒に自信を付け、自己肯定感を高めます。勉強してよかった、がんば 

ってよかったという気持ちを味わわせることが、次の学年のがんばりにつながります。 

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

 突然の一斉休校への対応に多忙を極めた学校現場も、少し落ち着きを取り戻してきたのではないでしょうか。 

各小中学校におかれては、この時期を有効に活用し、令和２年度につなげ、児童生徒の学力向上を実現してい 

ただきたいと考えます。 

 

 

氷見の子供たちの学力向上を目指して 

～ ＣＲＴ学力検査の結果を指導改善に生かす ～ 

 

中学校理科の検査領域…Ⅰ動物の生活と生物の変遷 Ⅱ科学変化と原子・分子 Ⅲ気象とその変化 
理科＊は、「気象のその変化」の代わりに「電流とその利用」の領域となる。学校によって異なる。 
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今年度２学期、ふるさと教材英語版「We Love HIMI!」を小学校５・６年生と中学 

生に配布しました。先日実施した「英語・外国語活動に関する調査」から、各小中学 

校で積極的に活用していただいていることが見えてきました。 

いよいよ令和２年度から、５・６年生で教科としての外国語科の授業が始まります。 

「外国語科の評価」や「新しい教科書での『We Love HIMI!』の活用法」、「帯活動の 

例」について、３月配布予定の「外国語教育ひみプラン指導事例集」に詳しく記述し 

ますので、参考にしてください。 

○評価について･･･「観点別評価」「４技能５領域別の身に付ける力（CAN-DO）」「評価方法」 

           

      

 

４技能   

５領域 

のCAN 

-DO項目 

 

「聞く」 

ア：基本  

イ：数等情報の聞 

き取り  

ウ：概要 

 

「読む」 

ア：アルファベッ 

ト・音読   

イ：意味理解 

 

 

「「話す（やり取り）」 

ア：挨拶・依頼  

イ：伝え合い 

(質疑応答) 

ウ：伝え合い 

(その場で)  

「話す（発表）」 

ア：基本  

イ：整理して話す  

ウ：自分の考えを話 

す 

「書く」 

ア：アルファベッ 

ト・書写  

イ：選んで書く 

 

 

 

 

評価方法 

・筆記(テスト、プ 

リント類) 

・筆記(テスト、プ 

リント類) 

・パフォーマンス 

（音読テスト等） 

  ・パフォーマンス 

 （インタビュー、 

ペア発表、グル 

ープ発表等） 

・観察 

・パフォーマンス 

 （スピーチ発表、 

  プレゼン発表等） 

・観察 

・筆記(テスト、プ 

リント類) 

・パフォーマンス 

（作品・ワークシ 

ート） 

 ※主体的に学習に取り組む態度 

全ての言語活動において、粘り強い取組を行おうとする態度、自らの 

学習を調整しようとする態度、自らの学習状況を把握し学習の進め方に 

ついて試行錯誤する態度、他者に配慮しながら取り組む態度等を、振り 

返りカードや観察等で評価する。 

 

 

観点別 

評価 

知識・技能 

 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

外国語教育について ～外国語科の評価～    
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お す す め 図書の紹介 本年度、新しく購入した新刊本の一部を紹介します。是 

非、ご一読ください。 


